






まとめ 

抗 GBM 抗体投与による、糸球体機能、及び病態の変動は、6W-rat(幼年期)は、10M-rat（青

～壮年期)に比較して、抗 GBM抗体の bindingが悪く、又雄における糸球体濾過の低下は、

6W-rat(幼年期)の方が、10M-rat(青年期)より大きかった。 

この時の尿中 ThromboxaneB2 の排泄率は、6W-rat(幼年期)の方が大きいことが判った。 


